



A Case Study of the Relationship between 


















































































































































































































































































































































































































































































































1　　　　歳 2　　　　歳 3　　　　歳 4　　　　歳
基本的 ・着脱，排せつに意欲的。 ・食べものの好き嫌い→半 ・排せつが完成する。 ・着脱を自分で調節でき，



















・名前を呼ばれると分かる。 ・先生の名前をしきりに言 ・朝，先生に必ず“おはよ ・大人からの伝達は正確に
・自己主張が強い。 う。 う”と言う。 できる。




社会性 ・探索活動・大人の模倣遊 ・おもちゃ，ブランコの一 ・仲良し4人組がいるが， ・洋服が汚れても気にせず，
びがさかん。 人占めが多い。 自我が強いために一人置 夢中になって遊ぶ。
・指しゃぶりが多い。 ・頑固で気が強く，思い通 けはずれることがある。 ・自分をおさえきれず，け
・ケンカがよくみられ，髪 りにならないとすぐ手が ・自己主張が強く，友達で んかになることが多い。
の毛をつかんだり，負け でる。 あろうが大人であろうが ・初めは保育園の友達を描
ずに向かっていく。 ・寝るときの指しゃぶり。 主張を曲げない。 くが，後に家庭での友達
・自分より小さい子にはや ・保母の話を集中して聞け ばかり絵にかく。　，
さしい。 る。 ・ルールのある遊びに興味
・覚えた踊りなどをクラス を示し，友達がルールに
の前で披露。 違反すると納得するまで
・集団遊びが大好き（かく 言い通す。
れんぼ，鬼ごっこ）。 。絵本を聞きながら，指しゃ
ぶりする。
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　表5　保育記録のまとめ〔E児〕　　　　　　　　　　　　（1）A児について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年齢別にみると，1歳で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，生活全般にわたって活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発で意欲的な傾向が顕著で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。ことばの理解力があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることや自己主張が強いこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，さらに探索や模倣活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の活発さについても記録さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2歳時では，身辺処理に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関する活動，全身的運動や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用具の操作活動において，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ますます意欲的となる。し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かしその一方で，自己主張
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が強まり，玩具の独占等に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よって友達との衝突が以前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よりも増えてきている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3歳時では，身辺処理の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力や運動能力が一層高まり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集中力もでてきている。ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た，我を張りすぎて友達か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら退け者にされることもあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るが，仲良し集団も形成さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れはじめている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4歳時では，身辺処理が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ自立し，複雑な身体運
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動や道具の操作も可能と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なっている。言語的理解力・
表現力とともに感情面でも共感できる力を示しており，仲間関係が今一つといったところ
であるが，ルール遊びへの興味も強まっている。
　（2）　E児について
　3歳時では，発達領域全般にわたる遅れが気になるが，園生活に馴れるにつれ，周囲へ
の積極的な関心と働きかけが徐々に示されるようになってきている。ただし，保母の支え
がその際不可欠である。
　4歳時では，基本的生活習慣や身辺処理の面で弱さをもっており，身体操作やバランス
面でも相対的遅れを示している。また，集団遊びに興味をもち，参加しようとする意欲は
あるが，同じレベルでの参加はまだ不可能である。
3　　　　歳 4　　　　歳
基本的
ｶ活習慣
・1人で何もできない。ヨダレを
謔ｭだす。
E給食は何でも食べるが少食。
E午睡の寝つきが悪い。
E衣服の着脱は1人でできず，前
纓?¥がわからない。
・厚着である。
E給食は食べる。量は増えたが噛
ﾜずにのみのむので早い。
E午睡ができない。持ちものの整
掾C片付けが出来ない。衣服の
・Eは除々にできるようになり，
栫X裏返しや，後ろ前にきるが
xれなくなった。
運　　動 ・すべての行動において，理解力，
s動力，思考力に欠け，声かけ
ｪ必要。
E色白で体が細く，くねくねして
｢る。
E7月になっても歩くのも走るの
熬xく，ベタ足。階段も1段ず
ﾂしか登れない。
・ピアノのリズムに合わせて体を
ｮかすことができない。
E足腰が弱くフラフラしている。
Eケンケンも数歩しか出来ない。
操作性 。ハサミは動かしているが，もた
ﾂき，切り線もガタガタ。
E絵画でもなかなか自分で描こう
@とせず，線は弱いし，なぐり描
ｫもまだ出る。
昔　　　　塁近ロ　　　　　ロロ
・おとなしく黙っている。保母の
bが理解できず，話しかけても
ﾔ事をせずに首をふるが，自分
ﾌ名前は小声で言える。挨拶や
Vびの時，少し話すようになっ
ｽが，自分から話しかけること
ﾍない。理解力に欠け，時々オ
Eム返しをする。歌を歌おうと
@しない。
・少しずつ明るくなり，お喋り，
蜷ｺ，笑い声が出せるように
ﾈったが，まだ保母に話しかけ
ﾄこない。
社会性 ・4月　生活の流れについて行け
ｸぼんやりしている。
E6月　生活の流れに馴れてきた
ｪ，行動が遅く声かけが必要。
齔l遊びが多い。集団のなかに
ﾛ母がいれても，すぐに抜けて
@しまう。
・室内遊びでは，座り込んで遊具
ﾅ遊び，周囲の子と少しは喋れ
驍謔､になった。集団遊びには
Q加するが，理解力にかける。
續ｼで特定の友達が出来，行動
ﾍ囲が少し広がる。喧嘩や笑顔
ｪ少しつつでてくる。
D（．考 察
A児とE児の描画を比較した場合，第1の重要な相違点は描画枚数における両児間での
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差である。描画総数，月別最高枚数，1日の最高枚数等のいずれにおいても，A児はE児
のそれをはるかに上回っている。この違いをもたらしているものは何であろうか。まず考
えられることは，描画活動に対する姿勢の違いである。つまり，描きたいという要求をど
れだけ強くもっていたかであろう。「子どもは絵の中に，ものや他の人に対する自分のつな
がり」1）を表現するのであれば，A児とE児がそれぞれの描画において，表現しようとした
ものがどれだけあったのかという点が問題にされなければならない。要するに，A児は日
常生活において，様々な事物や他者との間に，自分にとって重要な意味をもつ結びつきを，
より確かなものとしてつくりえていたのではなかろうか。E児と比較した場合，　A児が描
画において表現している事物や人物の数は明らかに多く，加齢とともに増加する。しかも，
描画内容（テーマ）が遊びの内容や友達関係によって規定されていたことを考慮すると，
遊び活動が果している重要な役割を認識せざるを得ない。A児はルールに基づいた全身運
動的遊びやごっこ遊びに積極的に取り組んでおり，集団関係も一定の拡がりを示していた。
それに対して，E児は，分散的な遊びや同一の遊びを断続的に繰り返す傾向が強く，集団
的な拡がりもほとんど見出すことができなかった。幼児期の子どもたちにとっては，もの
や他の人に対する自分のつながりが具体的に形成・展開していく場として，遊び活動は重
要な位置を占めていると考えられる。
　第2の重要な相違点は，空間表現や対象表現にみられるA児とE児における差である。
A児が基底線・人物表現での工夫を行なっているのに対して，E児は羅列表現が主で，表
現形態は不定形あるいは未分化なものである場合が多い。この違いをもたらしているもの
として，まず表現しようとする対象に対する「表現的概念」2）のレベルの問題がある。それ
はあらかじめもっている，描画表現に対するイメージの明瞭さと密接に関係している。つ
まり，A児の場合は「こういう形に描きたい」というイメージがかなり自覚化されており，
そのために技術的側面とのギャップを埋めるための努力が払われることになる。その際，
個々の表現形態は様々な対象・場面を表現するための手段として活用される。それに対し
て，E児は表現形態が有する表示的意味自体に興味が有り，描画表現全体のイメージより
は，個々の表現形態に対するイメージと表示的意味性の方が優先される結果となっている
ように思われる。この傾向は，両州の遊び活動における道具や遊具の扱い方の違いに同じ
特徴を見出すことができる。A児はそれらをあくまでも手段として用いるが，　E児はそれ
らを遊びの対象としている。つまり，A児は自分が作りたいもの，実現したいものをあら
かじめイメージ化し，その手段として様々な道具や遊具を活用する。しかし，E児は，具
体的な感触，形，色等を属性としてもっている道具や遊具を支えにして，何らかのイメー
ジを引き出しながら遊んでいるといえる。
　このイメージ形成にみられる賢主問の差は，さらにどの斜な発達的側面と関係している
と考えられるであろうか。ひとつは言語力の問題であり，もうひとつは運動・操作能力の
問題であろう。A児は描画活動や遊び活動において言語活動が活発で，対象への意味づけ
も早い時期に可能となっている。他児への話しかけ，指示，共感，呼びかけ等，頻繁に観
察された。E児の場合は意味づけが遅く，主として独りごととしての発話が観察された。
言語とイメージとは複雑な意味的・機能的関係をもっているが，基本的関係として，発語
はそれに対応するイメージの確立によって可能となること，またイメージは言語によって
喚起されるという2点を指摘することができる。このことから，A児におけるイメージ形
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成が，E児と比較した場合，明らかに高いレベルにあることを示唆している。運動・操作
能力については，イメージに基づいて描画活動を遂行する側面とイメージ自体を運動・操
作的働きかけを通して形成する側面とがある。今回の調査では，具体的資料が得られなかっ
たが，描画にみられる線の働き等をみるかぎり，手指や腕のコントロール（制動力，なめ
らかさ等）に不十分性が示されている。E児の場合，イメージ形成の不十分性が，さらに
そのコントロールを困難なものにしていると考えられる。
最後に，本調査にご協力頂いた長崎市の住吉保育園に深く感謝の意を表します。
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